
 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
49
号 

弘
化
四
年
『
言
贈
帳
』
に
つ
い
て 

八
九 

『
言
贈
帳
』
と
『
御
慰
言
贈
帳
』 

  

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）『
言

贈

帳

い
い
お
く
り
ち
ょ
う

』
を
全
文
翻
刻
す
る
に
当
た
っ
て
、
そ
の
作
成

者
と
記
載
内
容
等
に
つ
い
て
概
略
を
記
し
て
お
き
た
い
（
翻
刻
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
の
『
北
の
丸
』
第
四
九
号
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
公
開
し
て
い
る
）
。 

 

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）『
言
贈
帳
』
は
、
当
館
所
蔵
の
多
聞
櫓
文
書
（
幕
末
期
の
江

戸
幕
府
文
書
）
に
含
ま
れ
る
奥
坊
主
御
小
道
具
役
（
以
下
、
小
道
具
役
と
記
す
）
の
業

務
日
誌
で
あ
る
。
十
二
ヶ
月
分
の
日
誌
が
三
冊
の
横
帳
に
綴
じ
ら
れ
、
二
枚
の
杉
板
（
一

二
・
八
糎
×
三
三
・
二
糎
）
で
挟
ま
れ
て
い
る
。 

 

多
聞
櫓
文
書
に
は
他
に
も
同
様
の
日
誌
が
あ
り
、
内
訳
は
『
言
贈
帳
』
二
十
三
件
、

『
御

慰

お
な
ぐ
さ
み

言
贈
帳
』
十
九
件
、
『
当
座
言
贈
帳
』
十
一
件
、
『
御
慰
申
贈
帳
』
八
件
、
『
当

座
申
贈
帳
』
一
件
の
計
六
十
二
件
。
い
ず
れ
も
小
道
具
役
の
日
誌
で
、
概
ね
三
冊
の
横

帳
を
杉
板
で
挟
ん
で
い
る
形
状
も
同
じ
だ
（
ほ
か
に
『
文
学
御
用
所
言
贈
帳
』
一
件
も

あ
る
が
、
こ
れ
は
性
格
が
異
な
る
の
で
数
に
入
れ
て
い
な
い
）。
作
成
年
は
文
政
十
二
年

（
一
八
二
九
）
か
ら
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
で
、
う
ち
天
保
か
ら
安
政
の
間
（
一
八

三
〇
―
六
〇
）
の
も
の
が
、
六
十
二
点
中
五
十
三
点
を
占
め
て
い
る
。 

 

『
言
贈
帳
』
『
御
慰
言
贈
帳
』
『
当
座
言
贈
帳
』
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
違
う
の
か
。
悉
皆

的
に
読
み
比
べ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
明
快
な
答
は
示
せ
な
い
。
と
り
あ
え

ず
「
御
慰
」
の
語
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
弘
化
四
年
『
言
贈
帳
』
か
ら
。
八
月
五

日
に
「
定
式
御
慰
と
も
御
賄
帳
十
冊
」
と
あ
り
、「
御
慰
」
は
「
定
式
」
の
対
語
の
よ
う

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
弘
化
二
年
『
言
贈
帳
』
十
月
二
十
三
日
に
は
「
雌
黄
」「
生
臙
脂
」

（
ど
ち
ら
も
染
料
や
絵
の
具
）
に
つ
い
て
、「
右
は
御
慰
か
常
御
用
か 

い
ま
た
難
相
知

れ
に
付
」
と
あ
り
、
「
御
慰
」
は
「
常
御
用
」
と
異
な
る
範
疇
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

「
御
慰
」
は
定
式
（
常
御
用
）
と
異
な
る
品
や
行
為
を
指
し
て
い
る
ら
し
い
。 

 

弘
化
四
年
『
御
慰
言
贈
帳
』
七
月
十
八
日
に
は
、「
御
休
息
紫
旦
竹
透
御
多
葉
粉
盆
煮

黒
目
色
付
直
し
銀
御
慰
」
と
見
え
る
。
こ
れ
は
大
奥
の
御
休
息
の
間
に
備
え
付
け
の
烟

草
盆
を
煮
黒
（
染
料
の
名
）
で
着
色
し
「
御
慰
」
で
銀
装
飾
を
施
す
と
い
う
意
味
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
と
す
れ
ば
「
御
慰
」
は
将
軍
（
あ
る
い
は
妻
の
御み

台だ
い

所
ど
こ
ろ

な
ど
）
の

好
み
で
調
度
類
や
嗜
好
品
を
作
成
さ
せ
る
（
あ
る
い
は
そ
の
品
）
を
指
す
こ
と
に
な
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
「
御
慰
」
は
、
将
軍
等
の
嗜
好
や
趣
味
を
叶
え
る
た
め
に
通
常
（
定
式
、

常
御
用
）
と
は
別
に
作
成
さ
れ
た
品
々
や
催
し
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
「
御
慰
御
褒
美
」

な
る
褒
賞
も
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）『
当
座
言
贈
帳
』
の
六

月
二
十
日
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
、
小
道
具
役
と
そ
の
助
手
計
七
名
が
、「
御
慰
御

用
」
を
担
当
し
た
の
で
、
例
年
通
り
御
褒
美
を
頂
戴
し
た
い
旨
の
願
書
を
提
出
し
て
い

る
。 

 
 

奥
坊
主
と
小
道
具
役 

 

 

『
言
贈
帳
』
を
作
成
し
た
奥
坊
主
小
道
具
役
と
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
た
幕
臣

だ
っ
た
か
。
深
井
雅
海
『
江
戸
城 

本
丸
御
殿
と
幕
府
政
治
』（
二
〇
〇
八
年 

中
公
新

 
 

弘
化
四
年
『
言
贈
帳
』
に
つ
い
て 

氏 

家 

幹 

人 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
49
号 

弘
化
四
年
『
言
贈
帳
』
に
つ
い
て 

九
〇 

書
）
に
よ
れ
ば
、「
坊
主
」
と
は
「
剃
髪
・
法
服
で
城
内
の
雑
役
に
従
っ
た
」
者
で
、
同

朋
頭
の
支
配
下
の
奥
坊
主
・
表
坊
主
と
、
数
寄
屋
頭
の
支
配
下
の
数
寄
屋
坊
主
、
寺
社

奉
行
支
配
下
の
紅
葉
山
坊
主
な
ど
が
あ
っ
た
。
同
朋
頭
・
同
朋
・
数
寄
屋
頭
は
御
目
見

以
上
の
旗
本
役
だ
が
、
そ
の
他
は
御
目
見
以
下
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
文
政
四
年
（
一
八

二
一
）
の
『
武
鑑
』
に
記
載
さ
れ
た
坊
主
の
総
人
数
は
四
百
六
十
余
人
で
、
う
ち
奥
坊

主
と
表
坊
主
が
合
わ
せ
て
三
百
六
十
九
人
を
占
め
る
と
い
う
。 

 

奥
坊
主
の
役
目
に
つ
い
て
、『
古
事
類
苑
』
官
位
部
は
「
専
ラ
茶
室
ヲ
管
シ
、
将
軍
ニ

ハ
勿
論
、
毎
日
登
城
ノ
大
名
諸
役
人
等
ニ
、
茶
ヲ
進
ム
ル
コ
ト
ヲ
職
ト
ス
、
其
数
百
人

内
外
ア
リ
テ
、
其
中
別
ニ
小
道
具
役
坊
主
、
用
部
屋
坊
主
、
肝
煎
坊
主
、
時
計
役
坊
主

等
ノ
分
職
ア
リ
」
と
記
し
て
い
る
（
ち
な
み
に
表
坊
主
に
つ
い
て
は
「
其
数
多
キ
時
ハ

二
百
人
以
上
ニ
及
ブ
コ
ト
ア
リ
、
殿
中
ニ
於
テ
大
名
及
ビ
諸
役
人
ニ
給
事
ス
ル
コ
ト
ヲ

職
ト
ス
」
）。
奥
坊
主
は
「
茶
ヲ
進
ム
ル
」
こ
と
が
主
な
仕
事
と
し
て
い
る
が
、
後
述
す

る
よ
う
に
、
実
際
に
は
そ
の
仕
事
は
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
。 

 

仕
事
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
の
は
「
分
職
」（
職
務
分
担
）
が
複
数
設
け
ら
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
し
か
し
『
言
贈
帳
』
に
記
さ
れ
た
奥
坊
主
の
職
務
分
担

は
『
古
事
類
苑
』
と
は
異
な
る
の
で
、
こ
れ
も
挙
げ
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
弘
化
二

年
（
一
八
四
五
）
『
言
贈
帳
』
に
は
、
奥
坊
主
組
頭
を
筆
頭
に
「
御
小
道
具
役
」
「
御
召

方
」
「
御
手
水
方
」
「
御
薬
方
」「
御
絵
番
」
「
書
役
」
が
挙
げ
ら
れ
、
今
回
翻
刻
し
た
弘

化
四
年
『
言
贈
帳
』
に
も
、「
御
小
道
具
役
」「
御
召
方
」「
御
手
水
方
」「
御
薬
方
」「
御

湯
殿
方
」「
書
役
」
等
が
見
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
目
は
お
お
よ
そ
推
測
で
き
る
が
詳
細

を
承
知
し
て
い
な
い
の
で
説
明
は
省
略
し
た
い
。
小
道
具
役
に
つ
い
て
も
奥
向
（
将
軍

が
日
常
生
活
を
送
る
奥
〈
中
奥
〉
と
大
奥
）
で
用
い
ら
れ
る
各
種
調
度
類
や
物
品
の
管

理
（
修
復
・
新
調
等
）
を
担
当
し
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
が
、
日
々
の
仕
事
が
そ
れ
に

止
ま
ら
な
か
っ
た
の
は
日
誌
を
見
れ
ば
あ
き
ら
か
で
あ
る
。 

 

弘
化
四
年
の
奥
坊
主
の
構
成
を
同
年
出
版
の
『
弘
化
武
鑑
』
で
見
る
と
、「
奥
御
坊
主

組
頭
」
二
名
、
「
奥
御
小
道
具
役
御
坊
主
」
六
名
、
「
同
御
坊
主
衆
」
七
十
九
名
（
詳
細

は
本
文
末
の
【
参
考 

弘
化
四
年
の
奥
坊
主
と
小
納
戸
】
に
掲
載
）
で
、
小
道
具
役
は

組
頭
に
次
ぐ
役
職
だ
っ
た
。 

 
 

記
載
内
容 

 

 

弘
化
四
年
『
言
贈
帳
』
を
ひ
ら
い
て
み
よ
う
。
日
々
の
日
付
の
下
に
当
番
の
名
が
記

さ
れ
て
い
る
。
左
に
挙
げ
た
の
は
三
月
三
日
の
例
で
、
下
段
の
「
貞
三
」
「
良
斎
」
「
栄

弥
」
は
『
弘
化
武
鑑
』
か
ら
、
小
道
具
役
の
池
上
貞
三
、
根
来
良
斎
、
伊
藤
栄
弥
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
様
に
上
段
の
「
小
」「
伴
」「
珉
」
は
、
福
村
小
膳
次
（
小
納
戸
）、

横
井
栄
伴
（
奥
坊
主
小
道
具
役
）
、
吉
田
長
珉
（
奥
坊
主
組
頭
）
の
略
記
で
あ
ろ
う
。 

 

日
に
よ
っ
て
は
、
下
段
だ
け
の
場
合
や
日
付
の
左
側
に
名
が
略
記
さ
れ
て
い
る
場
合

が
あ
り
、
ま
た
「
煩
」「
出
勤
」「
残
」
な
ど
当
番
の
健
康
状
態
や
勤
務
の
変
則
が
付
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
記
述
は
一
様
で
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
下
段
の
名
が
こ
の

日
誌
が
小
道
具
役
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
日
誌
表
紙
に
も
「
弘
化
四
未

年
／
言
贈
帳
／
御
小
道
具
役
」
と
あ
る
）
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

小 
 
 

貞
三 

 
 
 
 
 

三
月
三
日 

伴 
 
 

良
斎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

珉 
 
 

栄
弥 

  
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
は
実
に
多
彩
だ
。
日
々
の
記
述
は
将
軍
の
起
床
時
間
か
ら
始

ま
る
。
起
床
（「
御
目
覚
」
）
は
「
六
時
」（
午
前
六
時
頃
）
が
定
刻
だ
っ
た
が
、
江
戸
城

外
へ
の
「
御
成
」
や
寛
永
寺
・
増
上
寺
の
歴
代
将
軍
の
霊
廟
に
参
詣
す
る
日
は
、
数
十

分
な
い
し
数
時
間
早
く
な
る
（
も
っ
と
も
将
軍
の
体
調
が
勝
れ
な
い
日
は
、
参
詣
が
延



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
49
号 

弘
化
四
年
『
言
贈
帳
』
に
つ
い
て 

九
一 

引
に
な
る
こ
と
も
）
。
以
下
、
奥
向
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
魚
や
鳥
の
餌
の
配
当
に
始
ま
り
、

恒
例
の
行
事
、
能
や
狂
言
の
上
演
、
庭
園
の
各
種
植
栽
、
調
度
や
時
計
の
修
復
と
新
調
、

さ
ら
に
大
奥
で
催
さ
れ
る
揚
火
（
花
火
）
や
釣
り
の
段
取
り
等
ま
で
、
詳
細
に
記
録
さ

れ
て
い
る
。
小
道
具
役
の
日
誌
と
い
う
性
格
上
、
記
さ
れ
て
い
る
の
は
主
に
奥
向
の
諸

設
備
や
道
具
の
意
匠
と
仕
様
、
数
量
な
ど
だ
が
、
記
事
は
そ
れ
に
止
ま
ら
な
い
。 

 
 

 

○
大
奥
の
釣
り
堀
と
花
火
大
会 

 

た
と
え
ば
弘
化
四
年
『
言
贈
帳
』
の
七
月
四
日
に
は
、
精
姫
（
将
軍
家
慶
の
養
女
）

の
「
御
釣
場
」
を
九
日
朝
に
設
け
る
（「
御
取
建
」
）
た
め
に
、
「
活
小
ふ
な
」（
生
き
た

小
鮒
）
七
十
匹
が
泉
水
に
放
さ
れ
、
蚯
蚓
（
ミ
ミ
ズ
）
を
入
れ
る
餌
箱
や
小
鮒
用
の
継

竿
が
用
意
さ
れ
た
と
あ
る
。
翌
五
日
に
は
「
御
釣
場
用
」
の
広
さ
一
畳
の
台
が
五
脚
、

紺
幕
三
張
が
手
配
さ
れ
た
。
結
局
九
日
の
釣
り
は
中
止
に
な
っ
た
よ
う
だ
が
、「
浜
御
庭
」

（
将
軍
の
別
邸
浜
御
殿
。
現
在
の
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
）
で
催
さ
れ
た
将
軍
の
釣
り
の
記

事
と
合
わ
せ
て
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
『
当
座
言
贈
帳
』
に
は
、

七
月
十
二
日
に
「
大
奥
御
釣
場
」
の
設
置
作
業
が
始
ま
り
、
十
四
日
に
「
大
納
言
様
」

（
の
ち
に
十
三
代
将
軍
と
な
る
家
定
）
の
た
め
に
二
千
二
百
匹
の
「
活
小
鮒
」
と
御
釣

道
具
が
用
意
さ
れ
た
と
あ
る
。「
大
奥
御
釣
場
」
は
十
七
日
に
撤
去
さ
れ
（「
取
崩
し
」
）、

大
奥
の
釣
り
大
会
は
七
月
の
数
日
間
の
娯
楽
だ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。 

 

揚
火
（
花
火
）
は
、
弘
化
四
年
『
言
贈
帳
』
に
は
六
月
二
十
八
日
と
七
月
二
十
三
日

に
催
さ
れ
た
と
あ
る
く
ら
い
で
、
詳
細
な
記
事
は
見
え
な
い
。
し
か
し
同
年
の
『
御
慰

言
贈
帳
』
の
記
事
は
詳
し
い
。
大
小
の
花
火
は
花
火
師
の
鍵
屋
に
注
文
。
「
玉
」（
球
体

の
打
ち
上
げ
花
火
）
は
使
用
禁
止
で
（「
玉
は
決
て
出
不
申
」）、
「
三
国
一
」
「
花
角
力
」

な
ど
の
花
火
に
は
「
玉
」
の
物
も
あ
る
の
で
絶
対
に
混
じ
ら
ぬ
よ
う
念
を
押
し
て
い
る

（
五
月
二
十
六
日
）。
七
月
二
日
に
は
、
七
尺
五
寸
の
「
大
花
火
」
十
五
を
七
時
（
午
後

四
時
頃
）
ま
で
に
持
参
す
る
よ
う
東
條
権
太
夫
（
小
納
戸
）
が
指
示
し
、
鍵
屋
に
命
じ

た
と
こ
ろ
、
職
人
を
増
や
し
て
出
来
る
だ
け
早
く
持
参
す
る
が
刻
限
に
間
に
合
わ
な
く

て
も
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
（「
少
し
勘
弁
致
し
呉
候
様
」
）
と
返
答
が
あ
っ
た
と
も
記

さ
れ
て
い
る
。 

 

ほ
か
に
暑
中
の
品
と
し
て
「
硝
子
水
か
ら
く
り
」「
廻
り
燈
籠
」
な
ど
が
注
文
さ
れ
た

と
い
う
記
事
も
（
七
月
朔
日
）。
天
保
五
年
『
当
座
言
贈
帳
』
に
は
「
酒
中
花
」
（
ヤ
マ

ブ
キ
の
茎
の
髄
な
ど
で
花
鳥
等
を
細
工
し
、
酒
に
浮
か
べ
る
と
ひ
ら
く
よ
う
に
し
た
も

の
）
の
「
唐
ク
リ
」
が
記
さ
れ
て
い
る
（
九
月
七
日
）。
カ
ラ
ク
リ
に
は
金
魚
が
斜
め
に

戻
っ
て
来
る
よ
う
仕
組
ま
れ
た
も
の
も
作
成
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
試
作
品
を
見
た
「
甚

兵
衛
殿
」（
小
納
戸
か
）
が
、
往
復
と
も
ま
っ
す
ぐ
に
進
む
よ
う
注
文
を
付
け
、
作
り
直

さ
せ
た
と
い
う
（
金
魚
は
も
ち
ろ
ん
実
物
で
は
な
く
カ
ラ
ク
リ
、
人
工
の
仕
掛
だ
っ
た

に
違
い
な
い
）。 

  

○
御
凧
と
大
黒
煎
餅 

 

遊
具
も
挙
げ
て
お
こ
う
。
天
保
五
年
二
月
二
日
に
「
大
納
言
様
」（
家
定
）
に
（
十
一

代
将
軍
家
斉
か
ら
）
贈
ら
れ
た
「
御
凧
」
は
、「
や
つ
こ
」（
奴
）・「
と
ん
ひ
」（
鳶
）・「
孔

雀
」・「
福
介
」・「
な
ま
つ
」（
鯰
）
の
五
種
各
二
枚
で
、
五
巻
の
糸
巻
き
も
添
え
ら
れ
て

い
た
。
こ
の
年
十
一
歳
の
家
定
は
生
来
虚
弱
だ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
凧
が
空
中
に
舞
う

の
を
見
て
、
は
た
し
て
活
発
に
興
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

弘
化
四
年
『
御
慰
言
贈
帳
』
の
九
月
朔
日
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
。 

 

御
簾
中
様
御
願
に
て
大
黒
煎
餅
被
進
候
間 

側
よ
り
御
数
少
に
て
宜
候
間
早
々

出
来
候
様
甲
斐
守
殿
被
申
聞 

早
速
申
遣
候
処 

夜
四
時
出
来
申
越
候 

数
百

五
十 

六
時
出
来 

甲
斐
守
殿
え
出
す 

 

 

意
訳
す
る
と
。
―
御
簾
中
様
（
将
軍
家
慶
の
世
子
家
定
の
妻
、
任
子
）
の
ご
要
望
で
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「
大
黒
煎
餅
」
を
差
し
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
数
は
少
な
く
て
も
い
い
。
出
来
る
だ

け
早
く
」
と
甲
斐
守
殿
（
小
納
戸
の
朝
比
奈
甲
斐
守
）
が
お
っ
し
ゃ
る
の
で
た
だ
ち
に

手
配
し
た
と
こ
ろ
、
午
後
十
時
頃
に
出
来
上
が
っ
た
旨
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
翌
朝
六
時

頃
、
（
御
菓
子
師
か
ら
）
百
五
十
枚
が
届
け
ら
れ
、
甲
斐
守
殿
に
届
け
た
―
。 

 

「
御
簾
中
様
」
の
任
子
（
有
姫
）
は
、
こ
の
年
二
十
五
歳
。
鷹
司
政
熙
の
女
で
、
天

保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
に
家
定
と
結
婚
し
て
「
御
簾
中
様
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
彼
女
が
（
あ
る
い
は
側
に
仕
え
る
女
中
が
）「
大
黒
煎
餅
が
食
べ
た
い
」
と
言
い
出

し
、
小
納
戸
か
ら
指
示
さ
れ
た
奥
坊
主
（
小
道
具
役
）
が
急
遽
御
用
達
の
菓
子
屋
に
命

じ
て
翌
朝
ま
で
に
百
五
十
枚
の
大
黒
煎
餅
を
取
り
寄
せ
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
大
黒

煎
餅
は
、
十
一
月
三
日
に
も
「
大
黒
せ
ん
へ
い
弐
百
三
十 

種
物
持
せ
申
付
候 

明
朝

六
時
迄
に
出
来
之
積
り 

代
済
」
と
あ
る
。
や
は
り
「
御
簾
中
」
の
要
望
だ
ろ
う
か
。

前
回
同
様
、
翌
朝
六
つ
時
に
二
百
三
十
枚
が
届
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

大
黒
煎
餅
と
は
ど
の
よ
う
な
煎
餅
か
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
（
第
二
版 

小
学
館
）

で
は
「
近
世
、
小
さ
い
大
黒
の
木
像
を
包
み
込
ん
で
売
っ
た
煎
餅
。
の
ち
、
玩
具
や
そ

の
他
の
も
の
も
包
み
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。が
ら
が
ら
煎
餅
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
山
形
県
庄
内
地
方
の
名
物
と
な
っ
て
い
る
「
か
ら
か
ら
せ
ん
べ
い
」（
生
地
を
厚

め
に
焼
き
三
角
形
に
折
り
た
た
ん
だ
中
に
オ
モ
チ
ャ
が
入
っ
て
い
る
）
か
ら
江
戸
の
大

黒
煎
餅
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
十
一
月
三
日
に
「
種
物
持
せ
申
付
候
」
と
あ
る
「
種

物
」
は
、
煎
餅
の
生
地
と
な
る
小
麦
粉
か
。
そ
れ
と
も
中
に
包
み
込
ま
れ
る
小
さ
な
大

黒
の
木
像
（
ま
た
は
オ
モ
チ
ャ
類
）
だ
ろ
う
か
。「
御
簾
中
」
や
奥
女
中
た
ち
が
口
に
す

る
も
の
だ
け
に
、
城
外
の
菓
子
師
に
任
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
【
注
１
】
。 

 
 

 

○
蚯
蚓 

孑
々 

海
老
蔓
虫 

 

ミ
ミ
ズ
が
江
戸
城
の
奥
や
大
奥
に
運
び
入
れ
ら
れ
た
の
は
大
奥
に
お
け
る
「
御
釣
御

用
」
の
た
め
だ
け
で
は
な
い
。
翻
刻
を
見
れ
ば
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
小
道
具
役
の
日

誌
は
、
通
常
日
付
と
当
番
等
の
名
を
挙
げ
た
の
ち
、「
一
御
目
覚
入
込
六
時
」
す
な
わ
ち

将
軍
の
起
床
と
「
入
込
」
（
小
性
が
将
軍
の
起
床
に
合
わ
せ
寝
所
に
入
る
こ
と
）【
注
２
】

の
時
刻
を
記
し
、
次
に
「
一
押
糊
餌
類
為
出
候
」
と
記
し
て
い
る
。「
押
糊
」
は
「
お
し

の
り
」
と
読
み
飯
粒
を
つ
ぶ
し
て
作
っ
た
糊
だ
が
、
こ
の
押
糊
は
餌
の
一
種
ら
し
い
。

な
ぜ
な
ら
天
保
五
年
『
当
座
言
贈
帳
』
に
「
洗
蚯
蚓 

ほ
う
ふ
り 

押
の
り
」
と
あ
り
、

押
糊
は
ミ
ミ
ズ
や
「
ほ
う
ふ
り
」（
ぼ
う
ふ
り
＝
孑
々
・
ボ
ウ
フ
ラ
）
同
様
、
餌
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
餌
を
用
意
し
、
江
戸
城
奥
向
の
各
所
に
日
々
配
ら
せ
る

の
も
小
道
具
役
の
重
要
な
役
目
だ
っ
た
。 

 

餌
が
必
要
だ
っ
た
の
は
、
亀
や
鯉
、
錦
魚
（
キ
ン
ギ
ョ
）、
観
賞
用
の
鳥
の
ほ
か
、
松

虫
・
鈴
虫
・
蛍
な
ど
の
虫
類
で
あ
る
。
ミ
ミ
ズ
は
亀
や
鯉
の
餌
に
な
り
、
孑
々
（
ボ
ウ

フ
ラ
）
は
鯉
な
ど
魚
の
餌
。
松
虫
や
鈴
虫
に
は
茄
（
ナ
ス
）
等
が
切
っ
て
与
え
ら
れ
た
。

鳥
類
の
餌
は
雑
穀
。
ほ
か
に
「
海
老
蔓
虫
」
（
エ
ビ
ヅ
ル
ム
シ
）
、
「
糠
子
」
（
ヌ
カ
ゴ
）

「
湯
煎
玉
子
」「
糠
玉
」
な
ど
も
餌
と
し
て
配
ら
れ
た
。 

 

奥
と
大
奥
で
は
多
数
の
鳥
や
魚
が
飼
わ
れ
て
お
り
（
加
え
て
毎
年
飛
来
す
る
鴨
も
）

大
量
の
餌
が
必
要
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
大
奥
東
庭
の
鯉
の
餌
だ
け
で
、
四
時
（
午
前

十
時
頃
）
と
八
時
（
午
後
二
時
頃
）
に
「
中
蚯
蚓
」（
中
型
の
ミ
ミ
ズ
か
）
を
二
百
匹
ず

つ
与
え
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
（
三
月
四
日
）
。
当
然
一
定
の
場
所
に
餌
を
貯
え
て
お

く
必
要
が
あ
り
、
「
孑
々
囲
所
」
が
設
け
ら
れ
て
い
た
（
二
月
十
日
）。
餌
に
つ
い
て
は

「
御
鳥
」
の
餌
に
な
る
雑
穀
の
値
段
が
高
騰
し
て
い
る
の
で
、
し
ば
ら
く
値
段
を
見
極

め
た
い
と
賄
所
（
餌
は
小
納
戸
や
小
道
具
役
の
指
図
を
受
け
て
御
賄
所
が
調
達
し
、
配

布
し
た
）
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
旨
も
記
さ
れ
て
い
る
（
五
月
二
十
日
）。
鳥
の
餌
と
さ

れ
る
雑
穀
は
、
同
じ
弘
化
四
年
の
『
御
慰
言
贈
帳
』
に
よ
れ
ば
、
「
割
麦
」「
荏
胡
麻
」

な
ど
。
ほ
か
に
「
田
螺
」
（
タ
ニ
シ
）
や
「
蜘
」
（
ク
モ
）
も
餌
と
し
て
御
鳥
方
に
渡
さ

れ
た
。
大
小
の
鯲
（
ド
ジ
ョ
ウ
）
も
三
丸
へ
日
々
二
百
匹
差
し
出
す
よ
う
に
要
求
さ
れ

て
い
る
。
些
細
な
こ
と
だ
が
天
保
五
年
『
当
座
言
贈
帳
』
に
「
湯
出
玉
子
」
が
虫
の
餌
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と
さ
れ
た
と
あ
り
、
「
湯
煎
玉
子
」
も
同
様
だ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。
キ
ン
ギ
ョ
（
「
御

金
魚
」）
に
は
「
麦
の
粉
」
も
餌
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
【
注
３
】
。 

 
 

 

○
猫 

鼠 
鰻 

蛇 

 

『
言
贈
帳
』
に
は
猫
や
鼠
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
た
と
え
ば
二
月
二
十
三
日
に
「
猫

壱
疋 

大
和
守
殿
に
て
佃
嶋
え
御
放
」
と
あ
り
、
四
月
二
日
に
も
「
黒
大
猫
壱
疋 

佃

嶋
え
御
放 

慥
成
者
持
参
候
様
伊
豆
守
殿
御
申
付
」
と
あ
る
。
江
戸
城
の
奥
や
大
奥
に

ま
ぎ
れ
込
み
「
猫
落
し
」
な
ど
の
罠
で
捕
獲
さ
れ
た
猫
が
、
そ
れ
ぞ
れ
小
納
戸
頭
取
の

江
原
大
和
守
と
竹
田
伊
豆
守
の
指
示
で
佃
島
ま
で
運
ば
れ
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
鼠
の

例
も
挙
げ
て
お
こ
う
。
四
月
五
日
、
「
小
鼠
」
が
大
和
守
の
指
示
で
「
二
番
中
の
明
地
」

に
放
さ
れ
、
九
月
五
日
に
は
三
匹
の
鼠
が
や
は
り
大
和
守
の
指
示
で
回
向
院
に
放
さ
れ

た
。
猫
や
鼠
を
運
び
出
し
た
の
は
御
賄
「
新
組
」
や
「
杖
突
」
の
者
た
ち
だ
っ
た
が
、

彼
ら
は
任
務
遂
行
後
（
佃
嶋
や
回
向
院
の
）「
請
取
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。 

 

捕
獲
さ
れ
城
外
に
放
た
れ
た
の
は
猫
と
鼠
だ
け
で
は
な
い
。
六
月
十
五
日
に
は
「
中

鱣
」（
中
型
の
ウ
ナ
ギ
）
が
新
組
の
者
の
手
で
蓮
池
門
外
の
堀
に
放
さ
れ
て
い
る
し
、
弘

化
二
年
『
言
贈
帳
』
に
は
「
鼬
」
も
登
場
す
る
。
も
ち
ろ
ん
蛇
も
捕
獲
さ
れ
れ
ば
殺
さ

ず
に
放
さ
れ
た
。
旗
本
井
関
家
の
未
亡
人
隆
子
は
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
四
月

十
五
日
の
日
記
で
、
こ
れ
ら
城
内
で
捕
獲
さ
れ
た
生
き
物
に
触
れ
、「
猫
い
た
ち
は
佃
田

嶋
、
鼠
は
回
向
院
、
虵
は
一
つ
目
の
弁
天
へ
遣
し
て
は
な
さ
せ
給
ふ
御
事
と
な
む
」
と

記
し
て
い
る
（
深
沢
秋
男
校
注
『
井
関
隆
子
日
記
』）
。
生
き
物
ご
と
に
放
さ
れ
る
場
所

が
ほ
ぼ
定
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

「
猫
落
し
」「
鼠
落
し
」
等
の
罠
を
仕
掛
け
て
捕
獲
し
て
も
、
殺
処
分
せ
ず
に
特
定
の

場
所
に
放
し
た
動
物
愛
護
思
想
（
よ
り
正
確
に
は
、
流
血
を
忌
避
す
る
触
穢
の
思
想
と

言
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
）
は
、
四
月
十
五
日
の
記
述
か
ら
も
顕
著
で
あ
る
。 

 

御
湯
殿
奥
之
番
衆
着
替
所
御
天
井
に
鼠
居
候
様
子
に
付 

御
成
跡
に
て
御
作
事

を
入
相
改 

巣
有
之
候
は
ゝ
其
侭
に
致
置 

巣
立
之
上
に
て
取
片
付
候
様 

巣

無
之
候
は
ゝ
鼠
穴
見
届
鼠
留
致
し
可
申 

鼠
捕
押
候
は
ゝ
明
地
え
御
放
に
相
成

候
故 

其
心
得
に
可
致
様
小
膳
次
殿
御
達 

平
右
衛
門
え
達
す 

  

意
訳
し
て
み
よ
う
。
―
奥
の
御
湯
殿
の
天
井
に
ネ
ズ
ミ
が
巣
を
作
っ
て
い
る
様
子
だ
。

調
査
の
結
果
、
は
た
し
て
巣
が
あ
れ
ば
、（
子
ネ
ズ
ミ
が
）
巣
立
つ
ま
で
放
置
し
、
そ
の

後
撤
去
す
べ
し
。
巣
が
な
い
場
合
は
、
ネ
ズ
ミ
が
出
入
り
で
き
な
い
よ
う
「
鼠
留
」（
ネ

ズ
ミ
の
穴
を
ふ
さ
ぐ
処
置
か
）
を
す
る
よ
う
に
。
ネ
ズ
ミ
を
捕
ら
え
た
と
き
は
、（
殺
さ

ず
）
空
き
地
に
放
す
よ
う
心
得
よ
。
こ
の
旨
（
小
納
戸
の
）
福
村
小
膳
次
殿
か
ら
指
示

が
あ
り
、
平
右
衛
門
に
申
し
付
け
た
（
平
右
衛
門
は
建
築
・
修
繕
を
担
当
す
る
作
事
方

の
役
人
か
）
―
。 

 
 

 

○
御
時
計
の
修
復 

雷
気
御
用 

御
灸
御
用 

御
樋
箱 

 

時
計
の
修
理
に
関
す
る
記
事
も
す
く
な
く
な
い
。
修
理
を
担
当
し
た
の
は
「
嶋
村
」

と
い
う
時
計
師
で
、
時
計
が
故
障
す
る
と
御
殿
に
呼
び
出
さ
れ
、
小
納
戸
か
ら
修
理
を

命
じ
ら
れ
た
。
将
軍
家
の
時
計
は
い
ず
れ
も
意
匠
を
凝
ら
し
た
精
巧
な
品
だ
っ
た
よ
う

で
、
「
硝
子
御
置
時
計
」
「
紫
旦
（
紫
檀
か
）
御
櫓
時
計
」
「
鶏
管
弦
御
時
計
」
「
香
箱
御

根
付
時
計
」
な
ど
が
見
え
、
な
か
に
は
オ
ル
ゴ
ー
ル
付
の
時
計
も
あ
る
。
「
嶋
村
」
は
、

『
江
戸
買
物
独
案
内
』
（
一
八
二
四
年
刊
）
に
「
尾
州
御
時
計
師
」
（
尾
張
徳
川
家
の
御

用
時
計
師
）
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
嶋
村
吉
蔵
か
、
そ
の
一
族
で
あ
ろ
う
。 

 

故
障
し
た
時
計
は
嶋
村
に
「
宅
下
げ
」
に
な
る
（
修
理
の
た
め
店
に
持
ち
帰
る
）
場

合
が
多
か
っ
た
が
、
嶋
村
が
道
具
を
持
参
し
て
殿
中
で
修
理
す
る
こ
と
も
。
弘
化
二
年

『
言
贈
帳
』
の
九
月
十
四
日
に
「
嶋
村
道
具
持
参 

明
朝
六
半
時
呼
出
し
東
條
殿
被
申
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四 

聞 

御
細
工
所
へ
達
」
と
あ
る
。
小
納
戸
の
東
條
権
太
夫
か
ら
明
朝
七
時
頃
に
嶋
村
を

呼
び
出
し
時
計
を
修
理
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
、
そ
の
旨
を
細
工
所
へ
伝
え
た
と
い
う
の

で
あ
る
。 

 

「
雷
気
御
用
」
の
品
と
い
う
の
も
興
味
深
い
。
五
月
二
十
二
日
、
雨
で
雷
が
鳴
り
そ

う
な
空
を
見
上
げ
て
「
雷
道
具
」
を
用
意
す
べ
き
か
肝
煎
衆
に
伺
う
よ
う
秀
益
（
奥
坊

主
の
川
口
秀
益
）
に
指
示
し
て
い
る
。「
雷
道
具
」（「
雷
気
御
用
一
式
」
と
も
）
と
は
ど

の
よ
う
な
品
々
か
。
そ
れ
は
、
団
扇
・
箒
・
火
箸
・
半
薄
縁
な
ど
で
、
こ
れ
ら
を
引
板

に
載
せ
て
待
機
し
た
ら
し
い
。
将
軍
の
た
め
の
雷
除
け
で
あ
る
と
察
せ
ら
れ
る
が
、
団

扇
や
箒
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
用
い
た
の
か
は
さ
だ
か
で
な
い
。 

 

「
御
灸
御
用
」
の
品
も
あ
る
。
七
月
九
日
、
小
納
戸
の
朝
倉
勘
四
郎
の
指
示
を
奥
坊

主
の
西
村
長
由
に
伝
え
、
鏡
の
間
に
障
子
十
六
枚
と
屏
風
一
双
を
用
意
さ
せ
た
。
灸
治

を
受
け
る
将
軍
の
身
の
回
り
を
障
子
と
屏
風
で
囲
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
「
御
灸
御

用
」
の
品
で
も
、
天
保
五
年
正
月
二
十
三
日
に
十
一
歳
の
「
大
納
言
様
」（
家
定
）
の
灸

治
の
際
に
は
、
「
毛
植
犬
」
（
イ
ヌ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
）
や
「
は
か
た
こ
ま
」
（
博
多
独
楽
）

が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
灸
を
嫌
が
る
少
年
を
慰
め
る
た
め
で
あ
る
。 

 

ト
イ
レ
が
奥
や
大
奥
の
日
々
の
生
活
に
欠
か
せ
な
か
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

お
の
ず
と
『
言
贈
帳
』
に
も
、
ト
イ
レ
（「
御
用
場
」「
御
小
用
場
」
）
の
諸
設
備
や
便
器

（
「
御
樋
箱
」
）
の
記
述
が
多
い
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
―
御
用
場
の
火
鉢
の
網
蓋
が
損
じ

た
の
で
細
工
所
に
修
復
に
出
し
、
替
わ
り
の
網
蓋
を
用
意
す
る
（
二
月
朔
日
）。
「
萩
之

御
廊
下
」
の
御
用
場
の
床
が
反
っ
て
隙
間
が
で
き
た
の
で
修
復
を
指
示
す
る
（
二
月
十

二
日 

乾
燥
に
よ
っ
て
反
り
が
生
じ
た
ら
し
い
）
。
御
用
場
の
火
鉢
を
撤
去
（
五
月
十
七

日 

夏
に
な
っ
て
暖
房
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
た
め
）。
四
月
八
日
に
は
御
用
場
に
「
御

蚊
遣
箒
」
（
蚊
除
け
の
た
め
の
道
具
）
を
出
す
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
―
等
々
。 

 

便
器
の
記
述
も
挙
げ
て
お
こ
う
。
鬮
的
（
弓
の
競
技
の
一
つ
）
を
上
覧
す
る
際
に
吹

上
に
持
ち
運
ば
れ
た
御お

樋ひ

箱ば
こ

（
将
軍
の
た
め
の
に
設
置
さ
れ
た
大
便
器
）
を
入
れ
る
（
ま

た
は
包
装
す
る
）
赤
毛
氈
を
吹
上
か
ら
取
り
戻
し
た
（
十
月
二
十
六
日
）
。こ
れ
よ
り
先
、

十
月
五
日
に
は
「
朔
日
御
扣
所
え
取
建
候
御
用
場
御
樋
箱 

御
用
立
に
付
仲
流
し
」
と

も
。
ト
イ
レ
を
使
用
し
た
の
で
そ
の
便
器
を
洗
浄
し
た
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
か
。 

 

江
戸
城
内
の
御
用
場
に
つ
い
て
は
、
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
の
東
京
誌
料
に
絵
図
が

現
存
し
（「
御
本
丸
御
座
之
間
御
茶
所
御
張
出
萩
之
御
廊
下
御
用
場
絵
図
」
な
ど
）
、
同

館
所
蔵
木
子
文
庫
の
「
御
座
之
間
小
用
箱
」
に
は
、
「
小
用
箱
」（
小
便
器
）
の
設
計
図

が
寸
法
入
り
で
描
か
れ
て
い
る
【
注
４
】
。
『
言
贈
帳
』
ほ
か
多
聞
櫓
文
書
の
記
録
を
こ
れ

ら
の
絵
図
と
合
わ
せ
見
る
こ
と
で
、
江
戸
城
奥
向
の
ト
イ
レ
や
便
器
の
構
造
は
よ
り
あ

き
ら
か
に
な
る
に
違
い
な
い
。
弘
化
二
年
『
言
贈
帳
』
の
三
月
三
日
の
条
に
は
、
大
奥

御
小
座
敷
の
御
樋
箱
と
御
小
用
箱
の
「
引
出
」
が
「
下
り
堅
く
候
に
付 

削
付
候
様
」

清
次
郎
殿
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
と
あ
り
、
便
器
の
引
き
出
し
の
滑
り
が
悪
い
の
で
削
っ

た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
五
月
八
日
の
条
に
は
「
御
樋
箱
之
御
引
出
」「
御
小
用
之
御
引

出
」
と
あ
る
。
大
便
器
だ
け
で
な
く
小
便
器
も
引
き
出
し
式
で
、
将
軍
の
尿
は
便
槽
に

流
れ
落
ち
る
こ
と
な
く
、
毎
回
採
取
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
奥
医
師
に
よ
っ
て
量
や
色
が

検
査
さ
れ
、
健
康
状
態
の
目
安
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
）
。 

 

同
年
十
二
月
二
十
五
日
に
は
、
吹
上
の
御
用
場
の
「
御
草
履
」
が
「
御
遣
切
」（
使
い

切
っ
た
の
で
）、
新
し
い
御
草
履
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
請
が
あ
り
十
五
足
送
っ
た

旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
将
軍
の
ト
イ
レ
用
の
草
履
は
一
度
し
か
履
か
れ
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
。
以
上
の
よ
う
な
記
述
は
『
言
贈
帳
』『
御
慰
言
贈
帳
』
全
体
で
は
多
数
に
の
ぼ
り
、

将
軍
を
核
と
す
る
江
戸
城
奥
向
の
日
常
生
活
を
照
ら
し
出
す
。 

  
○
御
供
銀 

過
勤
金 

御
産
所 

 

弘
化
四
年
『
言
贈
帳
』
に
は
、
江
戸
城
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
従
事
す
る
人
々
の

職
務
上
の
慣
行
や
規
則
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
病
気
休
暇
の
取
り
方
、
「
看
病
引
」
（
家

族
の
看
病
休
暇
）
の
規
則
、
石
垣
の
草
取
り
や
屋
根
の
修
復
な
ど
高
い
所
で
作
業
を
す



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
49
号 

弘
化
四
年
『
言
贈
帳
』
に
つ
い
て 

九
五 

る
際
の
手
続
き
、
な
ど
な
ど
。
高
い
所
の
作
業
は
「
高
見
仕
事
」
と
呼
ば
れ
、
奥
や
大

奥
の
中
を
覗
き
見
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
作
業
を
担
当
す
る
役
所
（
作
事
方
、
小
普

請
方
、
小
細
工
方
な
ど
）
は
作
業
の
日
時
を
調
整
し
、
作
業
の
可
否
を
小
納
戸
に
伺
う
。

作
業
開
始
に
当
た
っ
て
「
届
」
が
、
作
業
が
終
了
す
る
と
「
高
見
引
書
面
」
が
小
納
戸

に
提
出
さ
れ
た
。 

 

「
御
供
銀
」「
過
勤
金
」
な
ど
も
、
浅
学
な
著
者
に
は
初
め
て
接
す
る
言
葉
だ
っ
た
。

「
御
供
金
」
は
将
軍
の
御
供
を
す
る
奥
坊
主
に
対
し
て
奥
坊
主
組
頭
が
渡
す
お
金
で
、

御
供
の
途
中
必
要
が
あ
れ
ば
費
や
す
が
、
通
常
は
持
ち
帰
っ
て
組
頭
に
戻
す
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
十
二
月
二
十
一
日
、
将
軍
が
三
河
島
筋
に
御
成
に
な
っ
た
と
き
も
、
御

供
持
ち
の
品
と
銀
（
御
供
銀
）
を
渡
さ
れ
た
奥
坊
主
の
山
本
休
碩
は
、
役
目
を
終
え
た

の
ち
、「
御
供
銀 

御
用
立
無
之 

久
栄
殿
え
返
上
す
」
と
、
奥
坊
主
組
頭
の
高
橋
久
栄

に
返
上
し
て
い
る
。「
過
勤
金
」
は
文
字
通
り
超
過
勤
務
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
手
当
だ

ろ
う
。
五
月
三
日
、
「
過
勤
金
三
両
」
が
「
金
七
郎
」（
庭
方
か
）
に
渡
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
大
奥
御
産
所
」
と
い
う
記
述
に
も
注
目
さ
れ
る
。
十
一
月
十
一
日
の
記
事
に
「
大

奥
御
産
所 

当
時
明
き
居
候
北
の
方
隅
御
部
や
（
屋
）
闇
く
候
に
付 

明
り
取
工
夫
致

申
出
候
様
甲
斐
守
殿
被
申
聞 

小
普
請
方
定
五
郎
え
達
」
に
あ
り
、
大
奥
に
「
御
産
所
」

と
呼
ば
れ
る
部
屋
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
大
奥
全
体
の
北
隅
に
あ
る
そ
の
部
屋

は
現
在
は
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
室
内
が
暗
い
の
で
日
当
た
り
が
よ
く
な
る
よ
う
に
リ

フ
ォ
ー
ム
す
る
よ
う
朝
比
奈
甲
斐
守
か
ら
指
示
が
あ
り
、
そ
の
旨
小
普
請
方
（
本
丸
ほ

か
の
造
営
修
繕
を
担
当
し
た
役
所
）
の
定
五
郎
に
伝
え
た
と
い
う
の
だ
（
翌
十
二
日
、

室
内
の
検
分
が
行
わ
れ
、
十
三
日
に
「
明
り
取
絵
図
」
す
な
わ
ち
工
事
の
図
面
が
提
出

さ
れ
た
）
。 

 

将
軍
の
子
を
懐
妊
し
た
「
御
台
所
」（
妻
）
や
「
御
中
﨟
」
は
ど
こ
で
出
産
し
た
の
か
。

『
千
代
田
城
大
奥
』（
一
八
九
二
年 

朝
野
新
聞
社
）
に
は
、「
御
台
所
」
も
「
御
中
﨟
」

も
岩
田
帯
を
着
け
た
の
ち
「
北
の
御
部
屋
へ
座
を
移
す
。
北
の
部
屋
に
住
み
換
え
て
よ

り
は
御
中
﨟
と
雖
ど
も
御
台
所
同
様
の
御
取
扱
ひ
と
な
る
な
り
」
と
あ
る
。
『
言
贈
帳
』

の
「
大
奥
御
産
所
」
す
な
わ
ち
「
北
の
方
隅
御
部
や
（
屋
）
」
は
こ
の
「
北
の
御
部
屋
」

だ
と
思
わ
れ
る
。
今
回
翻
刻
し
た
の
は
弘
化
四
年
分
だ
け
だ
が
、
他
年
次
の
『
言
贈
帳
』

等
に
も
、「
御
産
所
」
の
記
事
が
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
大
奥
研
究
の
空
白
を
ひ
と
つ

ひ
と
つ
埋
め
て
い
く
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
き
わ
め
て
貴
重
で
あ
る
。
次
号
の

『
北
の
丸
』
で
は
、
今
回
そ
の
〝
断
片
〟
を
紹
介
す
る
に
止
ま
っ
た
弘
化
四
年
『
御
慰

言
贈
帳
』
の
翻
刻
を
試
み
た
い
。
そ
の
内
容
は
さ
ら
に
興
味
深
い
は
ず
だ
。 

（
専
門
調
査
員
） 

 
 

【
注
１
】 

弘
化
四
年
の
『
弘
化
武
鑑
』
に
は
、「
御
菓
子
師
」
と
し
て
、
大
久
保

主
水
、
長
谷
川
織
部
、
桔
梗
屋
主
膳
、
鯉
屋
山
城
、
宇
都
宮
内
匠
が

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
大
黒
煎
餅
を
製
造
し
た
の
が
ど
の
店
な
の
か

は
さ
だ
か
で
な
い
。 

 

【
注
２
】 

朝
野
新
聞
に
連
載
さ
れ
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
に
出
版
さ

れ
た
『
千
代
田
城
大
奥
』（
永
島
今
四
郎
・
太
田
贇
雄
編
）
の
新
装
版

『
定
本
江
戸
城
大
奥
』（
一
九
九
五
年 

新
人
物
往
来
社
）
に
「
将
軍

の
日
課
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

将
軍
は
朝
六
ツ
時
、
只
今
で
言
ば
五
時
頃
（
氏
家
注
・
江
戸
時
代

は
不
定
時
法
で
「
朝
六
ツ
」
で
も
夏
至
と
冬
至
で
は
二
時
間
ほ
ど

の
時
差
が
あ
っ
た
）
に
起
出
る
を
例
と
す
。
お
小
姓
の
朝
ま
だ
き

に
御
寝
所
へ
立
入
る
を
ば
「
入
コ
ミ
」
と
唱
ふ
。
已
に
お
目
覚
に

な
れ
ば
お
小
姓
は
「
モ
ウ
」
と
触
れ
出
し
、
是
れ
を
相
図
に
御
小

納
戸
な
ど
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
用
意
を
な
す
。
用
意
と
は
喇
水

う

が

い

（
氏
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家
・
嗽
水
の
誤
か
）
、
お

手
ち
ょ
う

水ず

扨
て
は
御
膳
を
調
理
す
る
を
云
ふ
。 

 
【
注
３
】 

鳥
や
魚
の
餌
と
し
て
日
々
費
や
さ
れ
る
虫
類
ほ
か
は
、
江
戸
周
辺
の

村
々
に
上
納
が
課
さ
れ
た
。
詳
細
は
大
石
学
『
享
保
改
革
の
地
域
政

策
』
（
一
九
九
六
年 

吉
川
弘
文
館
）、
太
田
尚
宏
「
御
鷹
野
御
用
組

合
の
形
成
・
展
開
と
地
域
」（
関
東
近
世
史
研
究
会
編
『
近
世
の
地
域

編
成
と
国
家
』
一
九
九
七
年 

岩
田
書
院
）
参
照
。 

 

【
注
４
】 

江
戸
城
大
奥
の
御
用
場
に
つ
い
て
は
、
服
部
佐
智
子
・
篠
野
志
郎
「
享

保
期
か
ら
万
延
期
に
至
る
江
戸
城
本
丸
御
殿
大
奥
御
殿
向
内
の
御
用

場
か
ら
み
た
将
軍
家
に
お
け
る
生
活
空
間
の
変
容
」
（
『
日
本
建
築
学

会
計
画
系
論
文
集
』
第
七
五
巻 
第
六
五
三
号 

二
〇
一
〇
年
七
月
）

ほ
か
建
築
史
の
研
究
が
あ
る
。
前
掲
『
千
代
田
城
大
奥
』
に
も
、
御

台
所
の
「
御
用
所
」
と
奥
女
中
の
「
用
所
」
の
解
説
が
あ
る
。「
御
用

所
（
御
小
座
敷
附
）
」
に
つ
い
て
は
「
中
庭
の
東
に
沿
ふ
て
御
用
所
あ

り
、
四
畳
敷
な
り
。
こ
れ
を
中
間
よ
り
杉
戸
に
て
仕
切
り
、
南
に
万

年
を
鑿
ち
、
北
に
は
置
樋
箱
を
備
ふ
。
四
辺
及
び
天
井
と
も
総
て
檜

の
糸
柾
を
張
る
」
。
後
者
に
つ
い
て
は
左
の
と
お
り
。
こ
ち
ら
は
用
所

（
ト
イ
レ
）
の
構
造
だ
け
で
な
く
、
樋
箱
（
便
器
）
の
仕
様
等
ま
で

記
し
て
い
る
。 

 

女
中
の
用
所
は
一
間
四
方
の
板
敷
に
て
幅
六
寸
、
長
さ
二
尺
四
寸

の
蓋
付
黒
塗
り
樋
箱
を
嵌は

む
。
下
に
は
幅
三
尺
長
さ
四
尺
余
の
木

箱
を
地
面
に
填
め
込
み
泥
物
を
受
く
。
掃
除
口
は
ケ
ン
ド
ン
蓋
な

り
。
扨
て
四
方
は
檜
の
板
ハ
メ
に
て
上
方
に
木
格
子
の
窓
あ
り
、

用
所
前
に
は
必
ず
廊
下
あ
り
内
に
障
子
を
嵌
む
、
入
口
に
先
づ
天

地
に
杉
板
を
張
れ
る
三
尺
の
障
子
二
枚
あ
り
、
是
れ
よ
り
入
り
て

一
間
計
り
に
白
木
の
開
き
戸
あ
り
、
用
所
の
構
造
は
役
所
向
及
び

長
局
と
も
変
り
な
し
。
お
末
部
屋
の
用
所
は
部
屋
の
東
方
に
幾
つ

も
並
び
て
建
つ
。
共
同
の
も
の
な
れ
ば
所
謂
惣
雪
隠
な
り
。
何
れ

も
三
尺
四
方
に
て
樋
箱
に
蓋
な
し
。
（
以
下
略
） 

  

【
参
考 

弘
化
四
年
の
奥
坊
主
と
小
納
戸
】
（
弘
化
四
年
『
弘
化
武
鑑
』
よ
り
） 

 

奥
御
坊
主
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十
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原
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石
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沢
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宗
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有
田
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福
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長
鉄 

 

宅
間
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与 

 

志
村
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九
七 

柴
崎
長
育 

 

藤
本
道
嘉 

 

田
中
貞
叔 

 

西
村
長
由 

栗
原
俊
碩 

 

乙
部
立
意 

 

野
田
良
久 

 

川
上
俊
良 

熊
沢
宗
順 

 

横
井
栄
雪 

 

青
木
祐
三 

 

井
上
俊
佐 

菱
沼
林
斎 

 
大
久
保
友
知 

森
田
宗
理 

 

木
村
円
斎 

倉
嶋
休
左 

 
津
川
清
三 

 

長
坂
福
円 

 

山
本
休
碩 

吉
田
長
甫 

 

青
木
祐
貞 

 

田
地
栄
斎 

 

小
野
友
古 

森
谷
久
珉 

 

竹
内
貞
仁 

 

岡
田
露
甘 

 

浅
井
清
寿 

佐
藤
清
朴 

 

松
沢
嘉
運 

 
津
川
俊
栄 

 

栗
原
正
悦 

堀
越
久
俊 

 

浜
名
友
和 

 

岡
沢
清
卓 

 

小
林
雄
仁 

犬
塚
栄
賀 

 

本
間
栄
寿 

 

鈴
木
清
意 

 

高
橋
永
伯 

関 

伝
説 

 

井
岡
宗
季 

 

足
立
快
節 

 
村
塚
清
弥 

山
崎
長
勝 

 

菱
沼
季
斎 

 

吉
田
長
円 

 

浅
井
清
喜 

青
柳
玄
清 

 

村
塚
宗
佐 

 

今
西
宗
古 

 

御
小
納
戸
頭
取
衆 

千
五
百
石
高 

杉
浦
内
膳
正 

竹
田
伊
豆
守 

江
原
大
和
守 

永
井
佐
渡
守 

 

御
小
納
戸
衆 

布
衣 

千
石
以
下 

御
役
料
三
百
俵
／
五
百
石
以
下 

五
百
石
高 

服
部
藤
左
衛
門 

 

溝
口
孫
四
郎 

 
 
 

花
井
庄
右
衛
門 

杉
浦
日
向
守 

 
 

林 

治
左
衛
門 

 
 

小
菅
新
五
左
衛
門 

川
井
弥
兵
衛 

 
 

吉
川
一
学 

 
 

 
 

亀
井
吉
十
郎 

曲
淵
左
門 
 
 

 

臼
井
内
記 

 
 

 
 

松
平
信
濃
守 

山
本
五
郎
左
衛
門 

松
平
鎗
三
郎 

 
 
 

鵜
殿
甚
左
衛
門 

依
田
伝
之
助 

 
 

鈴
木
要
人 

 
 

 
 

福
村
小
膳
次 

高
木
織
部 

 
 

 

鈴
木
伊
兵
衛 

 
 
 

依
田
数
馬 

伏
屋
新
助 

 
 
 

坂
部
五
郎
三
郎 

 
 

竹
内
五
六
左
衛
門 

竹
田
甚
五
郎 

 
 

松
平
九
郞
右
衛
門 

 

能
勢
龍
太
郎 

安
藤
与
十
郎 

 
 

筧 

清
右
衛
門 

 
 

入
江
清
兵
衛 

岡
村
弥
右
衛
門 

 

朝
比
奈
兵
八
郎 

 
 

長
谷
川
九
助 

朝
比
奈
甲
斐
守 

 

永
井
左
京 

 
 

 
 

永
田
鍋
太
郎 

松
平
田
宮 

 
 
 

漆
戸
亮
輔 

 
 

 
 

木
村
備
後
守 

金
田
新
八
郎 

 
 

松
下
伝
七
郎 

 
 
 

吉
川
次
郎
右
衛
門 

朝
比
奈
甲
太
郎 

 

渡
辺
恵
三
郎 

 
 
 

大
田
備
中
守 

小
笠
原
十
右
衛
門 

多
賀
三
右
衛
門 

 
 

永
田
伊
織 

建
部
卯
之
助 

 
 

新
見
八
郎
左
衛
門 

 

野
間
与
五
右
衛
門 

近
藤
七
郎
右
衛
門 

秋
山
兵
三
郎 

 
 
 

菱
沼
三
五
郎 

石
河
鉄
蔵 

 
 
 

水
野
岩
之
丞 

 
 
 

天
野
勘
次
郎 

中
山
藤
一
郎 

 
 

稲
生
庄
五
郎 

 
 
 

志
村
鈇
太
郎 

井
関
貞
之
丞 

 
 

服
部
七
五
郎 

 
 
 

有
馬
勇
五
郎 

大
久
保
右
近
将
監 

本
目
権
右
衛
門 

 
 

小
浜
熊
之
助 

永
田
与
左
衛
門 

 

加
藤
力
之
助 

 
 
 

巨
勢
六
左
衛
門 

井
出
藤
馬 

 
 
 

新
井
源
八
郎 

 
 
 

土
方
新
五
郎 

小
倉
九
八
郎 

 
 

村
越
三
十
郎 

 
 
 

嶋
田
十
郎
右
衛
門 

岩
本
大
隅
守 

 
 

江
原
孫
三
郎 

 
 
 

鈴
木
栄
次
郎 

貴
志
孫
太
夫 

 
 

朝
倉
勘
四
郎 

 
 
 

東
條
権
太
夫 

戸
田
三
左
衛
門 

 

筒
井
佐
次
右
衛
門 

 

朝
岡
三
次
郎 

興
津 

仲 
 
 
 

川
勝
主
税 

 
 

 
 

石
井
左
門 

佐
々
木
三
蔵 

 
 

岡
松
八
右
衛
門 

 
 

宮
城
鐸
五
郎 

遠
山
金
四
郎 

 
 

千
村
千
万
太
郎 

 
 

鈴
木
多
膳 

和
田
伝
右
衛
門 

 

船
橋
半
右
衛
門 

 
 

玉
田
雄
三
郎 
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九
八 

貴
志
鉄
之
進 

 
 

鵜
殿
大
学 

 
 

 
 

荒
尾
平
八
郎 

跡
部
熊
太
郎 

 
 

須
田
内
匠 

 
 

 
 

押
田
吉
之
丞 

渡
辺
栄
五
郎 

 
 

伴 

権
左
衛
門 

 
 

土
井
八
太
郎 

角
南
栄
之
允 

 
 

河
尻
帯
刀 

 
 

 
 

永
井
万
五
郎 

菅
谷
八
十
八 

 
 

薬
師
寺
俊
三
郎 

 
 

平
岡
兵
庫 


